平成29年度「バイオ技術研修講座」(食品・遺伝) 
受講申込書

	氏名 (フリガナ)
	
	年齢
	

	会社・機関名
	
	業種
	

	所在地
	〒

	所属部署
	
	役職
	

	TEL :
	携帯TEL :

	FAX :
	E-mail :



(1) 申込み方法：「受講申込書」に必要事項を記入し、E-mail又はFAXで申し込んでください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
(2) 申込み期限：受講研修日の1週間前まで（定員に達し次第締切りますので早目にお申込み下さい。）
(3) 申込み後、「受講要領」を事務局よりご連絡致します。
(4) 複数人受講の場合は本「申込書」をコピーしてお申込み下さい。
(5) 本個人情報に関しましては、本事業以外の目的には使用致しません。

	項目
	テーマ・講師
	研修日時
	受講*

	
(1)
	「食品の機能性評価の現状と機能性表示食品届出の実際
[bookmark: _GoBack]〜届出書類作成をサポートした経験から〜 」(座学)
（西園祥子・崇城大学生物生命学部　准教授）
	11月8日(水) 
9:30～12:30
	

	(2)
	「薬食同源の視点からのヘルスプロモーション」(座学)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（横溝和美・崇城大学薬学部　教授）
	11月8日(水) 
13:30～16:30
	

	(3)
	「微生物酵素とその利用｣（座学・実習）
（浴野圭輔・崇城大学生物生命学部 准教授）
	11月9日(木)
 9:30～12:30
	

	(4)
	「新しい発想による機能性食品開発の提案」(座学)
(三枝敬明・崇城大学生物生命学部 教授)
	11月9日(木)
 13:30～16:30
	

	(5)
	「官能評価の基礎と実際
〜官能評価に関する知識の習得と分析型・嗜好型官能評価の実習〜」（(実習) (藤野加奈子・佐藤崇雄熊本県産業技術センター)
	11月15日(水) 
10:30～16:10
	

	(6)
	「機器分析と多変量解析法を利用した製品群の特徴把握
〜抽出（前処理）、分析（機器分析）、解析を系統的に修得〜」（実習）」 　(佐藤崇雄・藤野加奈子熊本県産業技術センター)
	11月16日(木)
 　　　10:30～16:10
	


（注）受講希望者は＊欄に○をご記入ください。
なお申込後のキャンセルはできない場合がありますので、日程等ご確認の上お申込みください。＊

· (5)(6) 産業技術センターでの研修については、1日目の理論が2日目に活かせるような内容になっております。各々での受講も可能です。　
[本件申込・お問い合わせ先]
「バイオテクノロジー研究推進会」事務局（担当：石井）
〒860-0082 熊本県熊本市西区池田4丁目22-1（崇城大学・生物生命学部・応用微生物工学科内）
TEL & FAX: 096-326-0212  E-mail: info@biotech.gr.jp
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平成 29 年度「バイオ技術研修講座」 ( 食品・遺伝 )    受講申込書    

氏名 フリガナ   年齢   

会社・機関名   業種   

所在地  〒  

所属部署   役職   

TEL :  携帯 TEL :  

FAX :  E - mail :  

  (1)   申込み方法：「受講申込書」に必要事項を記入し、 E - mail 又は FAX で申し込んでください。                                                                               (2)   申込み期限：受講研修日の 1 週間前まで（定員に達し次第締切ります ので 早目にお申込み下さい。）   (3)   申込み後、「受講要領」を事務局よりご連絡致します。   (4)   複数人受講の場合は本「申込書」をコピーしてお申込み下さい。   (5)   本個人情報に関しましては、本事業以外の目的には使用致しません。    

項 目  テーマ ・講師  研修日時  受講 *  

  ( 1 )  「食品の機能性評価の現状と機能性表示食品届出の実際   ? 届出書類作成をサポートした経験から ?   」 ( 座学 )   （西園祥子・崇城大学生物生命学部   准教授）  11 月 8 日 ( 水 )     9:30 ～ 12:30   

(2)  「 薬食同源の視点からのヘルスプロモーション 」 ( 座学 )                            （横溝和美・崇城大学薬学部   教授）  11 月 8 日 ( 水 )     13 :30 ～ 16 :30   

(3)  「 微生物酵素とその利用 ｣ （座学・実習）   （ 浴野圭輔 ・崇城大学 生物生命学部   准教授）  11 月 9 日 ( 木 )     9:30 ～ 12:30   

(4)  「 新しい発想による機能性食品開発の提案 」 ( 座学 )   ( 三枝敬明・崇城大学生物生命学部   教授 )  11 月 9 日 ( 木 )     13:30 ～ 16:30   

(5)  「 官能評価の基礎と実際   ? 官能評価に関する知識の習得と 分析 型・嗜好型官能評価の実習 ? 」 （ ( 実習 )   ( 藤野加奈子・佐藤崇雄熊本県産業技術センター )  11 月 15 日 ( 水 )     10:30 ～ 16:10   

(6)  「 機器分析と多変量解析法を利用した製品群の特徴把握   ? 抽出（前処理）、分析（機器分析）、解析を系統的に修得 ? 」 （ 実習 ） 」     ( 佐藤崇雄・藤野加奈子熊本県産業技術センター )  11 月 16 日 ( 木 )         10:30 ～ 16:10   

（注）受講希望者は＊欄に○をご記入ください。   なお申込後のキャンセルはできない場合がありますので、日程等ご確認の上お申込みください。 ＊        (5)(6)  産業技術センターでの研修については、 1 日目の理論が 2 日目に活かせるような 内容に なっておりま す。各々での受講も可能です。        

[ 本件申込・お問い合わせ先 ]   「バイオテクノロジー研究推進会」事務局（担当：石井）   〒 860 - 0082  熊本県熊本市西区池田 4 丁目 22 - 1 （崇城大学・生物生命学部・応用微生物工学科内）   TEL & FAX: 096 - 326 - 0212  E - mail:  info@biotech.gr.jp    

